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 本年３月７日のＨ３ロケット試験機１号機の打上げ結果を受け、文

部科学大臣の指示に基づき、同日、対策本部が設置され、以降、原因究

明及び必要な対策検討を進めてきました。 

 

 本日、JAXAの行う原因調査等を専門的見地から独立した目で調査審議

してきた文部科学省の宇宙開発利用部会 調査・安全小委員会において、

原因究明に係る報告書がとりまとめられ、宇宙開発利用部会において同

報告書が了承されました。 

打上げ失敗の直接要因として、第２段ロケットの推進系のコントロー

ルを行う機器の下流で過電流が発生したと特定するとともに、故障シナ

リオとして、可能性を否定できない３つのシナリオが抽出され、これら

の全てに対策を設定するという再発防止策が策定されました。加えて、

背後要因分析に基づく対策や、今後の信頼性向上に資する改善策も策定

されました。 

 

文部科学省としては、本原因究明結果に基づく再発防止策等を真摯に

受け止めるとともに、JAXAが万全を期して実効性ある取組を進めるよ

う、JAXAが設置した「マネジメント改革検討委員会」における今般の教

訓の反映等に向けた議論を含め、フォローアップを実施してまいる所存

です。 

なお、本年７月に発生したイプシロンＳロケットの第２段モータの地

上燃焼試験中の爆発事故については、JAXAにおける原因調査を文部科学

省として引き続き注視し、適切な対策が講じられることを確保してまい

ります。 

 

今後、Ｈ３ロケット試験機２号機は、必要な対策を施した上で打上げ

を目指すこととなります。文部科学省は、JAXAとともに、引き続き宇宙

開発利用の推進に全力で取り組んでまいります。 

 

 原因究明に当たり、小委員会の専門家の方々と数多くのＨ３ロケット

関係者の皆様の御協力・御尽力に対し、感謝の意を表します。 


